
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相手装置の電話番号に対応して通話目的またはファクシミリ通信目的であることを登録
する登録手段と；
　着呼に応答して相手装置と接続する前に、通信回線を介して送られてくる発呼側装置の
電話番号を識別する電話番号識別手段と；
　上記電話番号識別手段によって識別された発呼側装置の電話番号と、上記登録手段によ
って予め登録されている電話番号とに応じて、呼出鳴動を行わずに、着呼を受けているこ
とを可視表示するとともに、識別された電話番号を可視表示する着呼通知手段と；
　上記着呼通知手段による着呼通知後に、オペレータによって着呼応答が指示された場合
に、その着呼に応答するように制御し、さらに、上記電話番号識別手段によって識別され
た発呼側装置の電話番号が、上記登録手段によってファクシミリ通信目的の電話番号とし
て登録されている場合は、着呼検出に応じて自動的に応答し、ファクシミリ通信を開始し
、通話目的の電話番号として登録されている場合は、呼出鳴動が行われるように制御する
制御手段と；
　を有することを特徴とするファクシミリ装置。
【請求項２】
　請求項 において、
　上記オペレータによる着呼応答の指示は、オフフックまたは着信許可ボタンの押下であ
ることを特徴とするファクシミリ装置。
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【請求項３】
　請求項 において、
　上記着呼通知手段は、上記電話番号識別手段によって発呼側装置の電話番号が検出され
ない場合は、発呼側電話番号の表示を行わない手段であることを特徴とするファクシミリ
装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、 装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、特定の相手先以外の着信について着信拒否を行う機能を有するファクシミリ装
置が知られている。
【０００３】
このファクシミリ装置では、着信を許可する電話番号を登録する手段を有し、相手機から
送出されるＴＳＩ信号等をチェックすることにより、相手電話番号を参照し、着信を許可
する電話番号である場合は、ファクシミリ通信を続行し、着信を拒否する電話番号である
場合は、ファクシミリ通信を中断する。そして、着信を拒否した場合には、その相手先の
電話番号を表示していた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来例では、通信を許可する電話番号として登録されていない電話番
号は、全てファクシミリ通信が拒否されてしまう問題がある。
【０００５】
また、着信を拒否した場合には、その相手先の電話番号情報としてＴＳＩ信号の情報を表
示して、ユーザに分かるようにしているが、着信を拒否した電話番号情報がたくさんあり
、通信を行いたい相手先がたくさんあると、ユーザは電話をかけ直すのが面倒であった。
【０００６】
特に、ＴＳＩ信号の情報は、相手先ファクシミリ装置が出力するため、必ずしも実際の電
話番号と一致しないケースもあり、相手を正確に把握できない場合もあった。
【０００７】
本発明は、着信を許可する電話番号として登録していない相手先からの着信についても、
適正に対応することができる 装置を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、相手装置の電話番号

を登録する登録手段と、着呼に応答して相手装置と接続する前に、通信回線を介して
送られてくる発呼側装置の電話番号を識別する電話番号識別手段と、上記電話番号識別手
段によって識別された発呼側装置の電話番号と、上記登録手段によって予め登録されてい
る電話番号とに応じて、呼出鳴動を行わずに、着呼を受けていることを可視表示するとと
もに、識別された電話番号を可視表示する着呼通知手段と、上記着呼通知手段による着呼
通知後に、オペレータによって着呼応答が指示された場合に、その着呼に応答

制御手段とを有することを特徴
とするファクシミリ装置である。
【０００９】
　これによって、ファクシミリ通信または通話を許可しない相手先などからの着呼があっ
た場合、呼出鳴動をせず、静かな環境の中でユーザに着呼を受けていることを通知するこ
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に対応して通話目的またはファクシミリ通信目的である
こと

するように
制御し、さらに、上記電話番号識別手段によって識別された発呼側装置の電話番号が、上
記登録手段によってファクシミリ通信目的の電話番号として登録されている場合は、着呼
検出に応じて自動的に応答し、ファクシミリ通信を開始し、通話目的の電話番号として登
録されている場合は、呼出鳴動が行われるように制御する



とができ、発呼側に課金が発生する前に、発呼側の電話番号をチェックした上で応答する
か否かを決めることができる。さらに、 ファクシミリ通信／通
話の処理を適切に行うことができる。
【００１０】
　たとえば、ユーザは忙しい場合は、可視的な着信をみないで、装置はそのまま着信を拒
否する。また、それほど忙しくない場合は、可視的な着信をみて、応答することが

ユーザの負荷を低減することができる。
【００１４】
【実施例】
図１は、本発明の各実施例の構成要素を含むファクシミリ装置を示すブロック図である。
【００１５】
まず、このファクシミリ装置の接続端子には、電話機０が接続されている。すなわち、電
話機０は、信号線０ａ、０ｂを介して、ファクシミリ装置の接続端子に接続され、電話機
０は、オフフック状態であると、信号線０ａに信号レベル「１」の信号を出力し、オンフ
ック状態であると、信号線０ａに信号レベル「０」の信号を出力する。
【００１６】
また、ＣＭＬリレー２は、信号線４８ａに信号レベル「０」の信号が出力されている時に
オフしており、この状態で、電話回線は端子を介して信号線２ａ、２ｂに接続され、さら
に、この信号線２ａ、２ｂは、信号線８ａ、８ｂに接続される。また、ＣＭＬリレー２は
、信号線４８ａに信号レベル「１」の信号が出力されている時にオンし、この状態で、信
号線２ａ、２ｂは、信号線１４ａ、１４ｂに接続される。
【００１７】
擬似終端回路６は、直流ループを捕捉していない状態で、信号線８ａ、８ｂを電話機０に
接続していないで、無鳴動着信を行なう場合、インピーダンスが高くなりすぎて、交換機
が、端末が接続されていないと判断してしまわないように、信号線８ａ、８ｂを信号線６
ａ、６ｂを介して接続するものである。
【００１８】
呼出信号検出回路８は、信号線８ａ、８ｂに出力されている信号を入力し、呼出信号を検
出すると、信号線８ｃに信号レベル「１」の信号を出力し、呼出信号を検出していないと
、信号線８ｃに信号レベル「０」の信号を出力する。
【００１９】
電話番号検出回路１０は、発呼側から呼出信号の間に送出される電話番号情報を検出する
回路であり、信号線８ａ、８ｂに出力されている信号を入力し、検出した電話番号を信号
線１０ａに出力する。
【００２０】
切替回路１２は、信号線４８ｃに信号「０」が出力されている時に、信号線８ａ、８ｂを
信号線６ａ、６ｂに接続し、同様に、信号線４８ｃに信号「１」が出力されている時、信
号線８ａ、８ｂを信号線１２ａ、１２ｂに接続する。
【００２１】
ハイブリッド回路１４は、送信系の信号と受信系の信号とを分離するものである。すなわ
ち、信号線２４ａの送信信号は、信号線１４ａ、１４ｂを通り、ＣＭＬリレー２を介して
、電話回線に送出される。また、相手側から送られてきた信号は、ＣＭＬリレー２を介し
た後、信号線１４ａ、１４ｂを通り、信号線１４ｃに出力される。
【００２２】
変調器１６は、公知のＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ２１に基づいた変調を行なうものである。この変
調器１６は、信号線４８ｂの手順信号を入力して変調を行ない、変調データを信号線１６
ａに出力する。
【００２３】
読取回路１８は、ＣＣＤ（電荷結合素子）等の撮像素子と光学系で構成され、送信原稿よ
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発呼側の電話番号に応じた

できる
。また、発呼側の電話番号に応じて自動的にファクシミリ通信、オペレータの呼出鳴動を
行うので



り主走査方向１ライン分の画信号を順次読み取り、白、黒の２値を表す信号列を作成する
。そして、この白、黒の２値化された信号列は、信号線１８ａに出力される。
【００２４】
符号化回路２０は、信号線１８ａに出力されている読取データを入力し、符号化（ＭＨ符
号化あるいはＭＲ符号化）したデータを信号線２０ａに出力する。
【００２５】
変調器２２は、公知のＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ２７ｔｅｒ（差動位相変調）あるいはＶ２９（直
交変調）に基づいた変調を行なう変調器である。この変調器２２は、信号線２０ａの信号
を入力して変調を行ない、この変調データを信号線２２ａに出力する。
【００２６】
加算回路２４は、信号線１６ａと信号線２２ａの信号を入力して加算し、この加算結果を
信号線２４ａに出力する。
【００２７】
復調器２６は、公知のＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ２１に基づいた復調を行なう復調器である。この
復調器２６は、信号線１４ｃの信号を入力してＶ２１復調を行ない、復調データを信号線
２６ａに出力する。
【００２８】
復調器２８は、公知のＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ２７ｔｅｒ（差動位相変調）あるいはＶ２９（直
交変調）に基づいた復調を行なう復調器である。この復調器２８は、信号線１４ｃの信号
を入力して復調を行ない、この復調データを信号線２８ａに出力する。
【００２９】
復号化回路３０は、信号線２８ａに出力されている信号を入力し、復号化（ＭＨ復号化あ
るいはＭＲ復号化）したデータを信号線３０ａに出力する。
【００３０】
記録回路３２は、信号線３０ａに出力されているデータを入力し、順次、１ラインずつ記
録を行なうものである。
【００３１】
無音検出回路５０は、信号線１４ｃに出力されている信号を入力し、無音状態を検出して
いる場合には、信号線５０ａに信号レベル「１」の信号を出力し、無音状態を検出してい
ない場合には、信号線５０ａに信号レベル「０」の信号を出力する。
【００３２】
ＣＮＧ信号検出回路５２は、信号線１４ｃに出力されている信号を入力してＣＮＧ信号を
検出するものであり、ＣＮＧ信号を検出している場合には、信号線５２ａに信号レベル「
１」の信号を出力し、ＣＮＧ信号を検出していない場合には、信号線５２ａに信号レベル
「０」の信号を出力する。
【００３３】
Ｖ２１フラグ信号検出回路５４は、信号線１４ｃに出力されている信号を入力してＶ２１
のフラグ信号を検出する回路であり、Ｖ２１のフラグ信号を検出している場合には、信号
線５４ａに信号レベル「１」の信号を出力し、Ｖ２１のフラグ信号を検出していない場合
には、信号線５４ａに信号レベル「０」の信号を出力する。
【００３４】
着信許可ボタン３８は、通信あるいは通話を許可する電話番号以外からの着信があり、そ
の旨を回路５６に表示し、ユーザの指示により着信を許可する場合に押下するボタンであ
り、このボタン３８が押下されると、信号線３８ａに押下パルスを発生する。
【００３５】
登録回路４２は、着信時、着信を許可し、さらに通信端末である相手先の電話番号情報を
信号線４２ａを介して登録する回路である。
【００３６】
登録回路４４は、通話端末である相手先の電話番号情報を信号線４４ａを介して登録する
回路である。すなわち、登録回路４２、あるいは登録回路４４に登録されている宛先から
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の着信の場合には、着信を許可する。
【００３７】
オペレーション部４６は、登録回路４２に電話番号を登録するためのボタン、登録回路４
４に電話番号を登録するためのボタン、ワンタッチダイヤルボタン、短縮ダイヤルボタン
、スタートボタン、テンキー、その他のファンクション用のボタンを有するものであり、
これら押下されたボタンの情報は、信号線４６ａに出力される。
【００３８】
表示回路５６は、着信を許可されていない相手先からの着信がある旨を表示する回路であ
り、信号線４８ｄに信号レベル「１」の信号が出力されている場合に表示し、さらに、信
号線４８ｅに出力されている電話番号を表示し、着信の行われている相手先を表示する。
また、信号線４８ｄに信号レベル「０」の信号が出力されている場合には表示はしない。
【００３９】
オペレータ呼出回路５８は、信号線４８ｆに信号レベル「１」の信号が出力されている時
に、オペレータ呼出しを行い、信号線４８ｆに信号レベル「０」の信号が出力されている
時に、オペレータ呼出しを行わないものである。
【００４０】
制御回路４８は、この実施例のファクシミリ装置全体を制御するものであり、特に本発明
の第１実施例において、着信を検出時に、呼出信号間に送出される電話番号をチェックし
、通信あるいは通話を許可しない電話番号からの着信の場合には、可視的に着信を表示し
、さらに相手先の電話番号を表示する。そして、オフフックあるいは着信許可ボタンの押
下によって着信の許可が選択された場合に着信を行う。
【００４１】
図２～図５は、本発明の第１実施例における制御回路４８の制御を示すフローチャートで
ある。
【００４２】
Ｓ５０では、信号線４８ｄに信号レベル「０」の信号を出力して表示回路５６を表示しな
い設定とする。また、Ｓ５２では、信号線４８ｆに信号レベル「０」の信号を出力し、オ
ペレータ呼出回路５８はオペレータの呼出しをしない設定とする。
【００４３】
また、Ｓ５４では、信号線４８ａに信号レベル「０」の信号を出力し、ＣＭＬをオフにす
る。Ｓ５６では、信号線４８ｃに、信号「０」を出力し、信号線８ａ、８ｂを擬似終端回
路６（信号線６ａ、６ｂ）に接続する設定とする。
【００４４】
次に、Ｓ５８では、信号線４６ａの情報を入力して着信を許可する通信端末の電話番号の
登録が選択されたか否かを判断し、この登録が選択されるとＳ６０に進み、登録回路４２
に電話番号の登録を行う。なお、この登録作業は、上述した登録回路４２に電話番号を登
録するためのボタンの押下により、着信を許可する通信端末の電話番号を登録するモード
に移行し、次いで登録したい電話番号をテンキーで入力することにより行う。一方、制御
回路４６は、入力された電話番号を、着信を許可する端末であって通信端末である電話番
号として登録回路４２に記憶する。
【００４５】
また、この登録が選択されていないとＳ６２に進み、信号線４６ａの情報を入力し、着信
を許可する通話端末の電話番号の登録が選択されたか否かを判断し、この登録が選択され
るとＳ６４に進み、登録回路４４に電話番号の登録を行う。なお、この登録作業は、上述
した登録回路４４に電話番号を登録するためのボタンの押下により、着信を許可する通話
端末の電話番号を登録するモードに移行し、次いで登録したい電話番号をテンキーで入力
することにより行う。一方、制御回路４６は、入力された電話番号を、着信を許可する端
末であって通話端末である電話番号として登録回路４４に記憶する。
【００４６】
また、この登録が選択されていないとＳ６６に進み、信号線８ｃの情報を入力し、呼出信
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号を検出しているか否かを判断し、呼出信号を検出していないとＳ６８に進み、その他の
処理を行う。
【００４７】
また、呼出信号を検出するとＳ７２に進み、信号線１０ａの情報を入力し、呼出信号の間
の電話番号を検出したか否かを判断し、呼出信号の間の電話番号を検出するとＳ７４に進
み、呼出信号の間の電話番号を検出していないとＳ８８に進む。
【００４８】
Ｓ７４では、呼出信号の間の電話番号が登録回路４２あるいは登録回路４４に登録されて
いるか、すなわち、呼出信号間の電話番号は着信を許可する宛先であるか否かを判断し、
回路４２あるいは回路４４に登録されていて、呼出信号の間の電話番号が着信を許可する
宛先である場合にはＳ７６に進み、この着信に応答して、回路４２、回路４４に登録され
ていない、すなわち着信を許可する宛先でないとＳ７８に進む。
【００４９】
Ｓ７８では、信号線４８ｄに信号レベル「１」の信号を出力し、表示回路５６に、着信を
許可されていない相手先からの着信のある旨を表示する。また、呼出信号の間の電話番号
を信号線４８ｅに出力し、呼出信号の間の電話番号も表示する。
【００５０】
次に、Ｓ８０では、タイマＴに３０秒をセットする。そして、Ｓ８２では、信号線０ｃの
情報を入力し、オフフックされたか否かを判断し、オフフックされるとＳ８３に進み、オ
フフックされないとＳ８４に進む。
【００５１】
Ｓ８４では、信号線３８ａの情報を入力し、着信許可ボタンが押下されたか否かを判断し
、押下されるとＳ８３に進み、押下されていないとＳ８６に進む。
【００５２】
Ｓ８６では、タイマＴがタイムオーバーしたか否かを判断し、タイムオーバーするとＳ５
０に進み、タイムオーバーしていないとＳ８２に進む。
【００５３】
Ｓ８３では、オペレータが表示回路５６に応答したので、信号線４８ｄに信号レベル「０
」の信号を出力し、着信を許可されていない相手先からの着信がある旨の表示を表示回路
５６に表示しない状態とする。そして、Ｓ７６に進む。
【００５４】
Ｓ８８では、信号線４８ｄに信号レベル「１」の信号を出力し、表示回路５６に着を許可
されていない相手先からの着信のある旨を表示する。また、呼出信号の間の電話番号は、
ここでは検出していないので、信号線４８ｅに出力しないので表示しない。
【００５５】
次に、本発明の第２実施例について説明する。
【００５６】
上記第１実施例では、着信を許可する電話番号が通話目的であるか通信目的であるかにか
かわらず、一律で扱ったが、この第２実施例では、上記第１実施例の動作に加えて、着信
を許可する電話番号が通話目的あるいは通信目的であるかを登録する回路４２、４４によ
り、通信あるいは通話を許可する電話番号からの着信の場合は、この登録されている情報
に基づき、通信目的からの相手先からの着信の場合は、ファクシミリ受信に移行し、通話
目的からの相手先からの着信の場合は、可聴的に着信を通知する。
【００５７】
図６は、この第２実施例の制御のうち、上記第１実施例（図２～図５）と異なる部分を示
すフローチャートである。
【００５８】
まず、図６において、Ｓ９０は、図４のＳ７４のＹＥＳを表わしている。そして、Ｓ９２
では、呼出信号の間の電話番号が回路４２に登録されているか否か、すなわち、着信を許
可し、そして相手先は通信端末であるか否かを判断し、着信を許可し、そして相手先が通
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信端末であるとＳ９４に進み、信号線４８ａに信号レベル「１」の信号を出力し、ＣＭＬ
をオンし、ファクシミリ受信で移行し（Ｓ９６）、そして通信終了後、Ｓ９７（図２のＳ
５０）に進む。
【００５９】
また、着信を許可し、そして相手先が通信端末でないと、通話端末であると認識してＳ９
８に進み、信号線４８ｃに信号「１」を出力して、信号線８ａ、８ｂを電話機０に接続し
、電話機０から呼出信号による鳴動を行なう。すなわち、着信を可聴的にユーザに通知す
る。
【００６０】
次に、Ｓ１００では、信号線０ｃの情報を入力し、電話機０がオフフックされたか否かを
判断し、オフフックされないとＳ１０６に進み、呼出信号の検知を続ける。また、オフフ
ックされるとＳ１０２に進み、通話に移行する。この後、Ｓ１０４では、信号線０ｃの情
報を入力し、電話機０がオンフックされれたか否かを判断し、オンフックされないとＳ１
０２に戻って通話を続ける。また、オンフックされると、Ｓ１０８（上記Ｓ５０）に進み
、初期状態に戻る。
【００６１】
また、Ｓ１０６では、信号線８ｃの情報を入力し、呼出信号があるか否かを判断し、呼出
信号があるとＳ１００に進み、呼出信号がないとＳ１０８に進む。
【００６２】
次に、本発明の第３実施例について説明する。
【００６３】
この第３実施例では、上記第１、第２実施例において、通信あるいは通話を許可しない電
話番号からの着信の場合、着信許可ボタンが押下された場合、ファクシミリ／電話の自動
切替えモードに移行し、通話目的の発呼の場合はオペレータ呼出しを行い、通信目的の発
呼の場合はファクシミリ通信動作へ移行する。そして、それぞれの動作が確定した時、通
話目的あるいは通話目的であるかを登録する回路４２、４４に登録するとともに、以後の
着信を許可する。
【００６４】
図７～図９は、この第３実施例の制御のうち、上記第１、第２実施例（図２～図６）と異
なる部分を示すフローチャートである。
【００６５】
図７において、Ｓ１１０は、図４のＳ８２のＹＥＳを表わしている。そして、Ｓ１１２で
は、上記図４のＳ８３と同一の処理により、表示回路５６の表示を消す。
【００６６】
次に、Ｓ１１４では、信号線４６ａの情報を入力し、スタートボタンが押下されたか否か
を判断し、スタートボタンが押下されると、Ｓ１１６（図６のＳ９４）に進み、スタート
ボタンが押下されていないと、Ｓ１１８で信号線０ｃを入力し、オンフックであるか否か
を判断し、オンフックであるとＳ１２２（図２のＳ５０）に進み、オフフックであると通
話（Ｓ１２０）を続行する。
【００６７】
また、Ｓ１２４では、図４のＳ８４のＹＥＳを表わしている。そして、Ｓ１２６では、上
記図４のＳ８３と同一の処理により、表示回路５６の表示を消す。
【００６８】
Ｓ１５４では、信号線４８ａに信号レベル「１」の信号を出力して、ＣＭＬをオンし、Ｓ
１５６ではＣＮＧ信号、Ｖ２１のフラグ信号、または無音を検出するためのタイマーＴ１
に５秒をセットする。
【００６９】
そして、Ｓ１５８では、信号線５０ａ、５２ａ、５４ａの情報を入力して、無音、ＣＮＧ
信号、またはＶ２１のフラグ信号を検出したか否かを判断し、どれか１つでも検出すると
Ｓ１８６に進み、ファクシミリ受信へ移行する。
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【００７０】
また、１つも検出しないとＳ１６２に進み、タイマーＴ１がタイムオーバーしたか否かを
判断し、タイムオーバーしていないと、Ｓ１５８に進んで検出を続ける。また、タイムオ
ーバーしていると、Ｓ１６４に進み、信号線４８ｆに信号レベル「１」の信号を出力し、
回路５８によりオペレータ呼び出し音を発生し、オペレータ呼び出しを行なう。
【００７１】
Ｓ１６６では、オペレータ呼び出しを行なうためのタイマーＴ２に１５秒をセットする。
そして、Ｓ１６８では、オペレータが応答したか、すなわち、信号線０ｃを入力し、電話
機０がオフフックされたか否かを判断し、オペレータが応答すると、Ｓ１７６に進み、オ
ペレータが応答していないと、Ｓ１７０に進む。
【００７２】
Ｓ１７０では、タイマーＴ２がタイムオーバーしたか否かを判断し、タイムオーバーして
いないと、Ｓ１６８に戻ってオペレータ応答を待つ。また、タイムオーバーしていると、
Ｓ１７２に進み、信号線４８ｆに信号レベル「０」の信号を出力し、Ｓ１６４にて行なっ
たオペレータ呼び出しを止め、Ｓ１７４（上記Ｓ５０）に進んで初期状態に戻る。
【００７３】
また、Ｓ１７６では、信号線４８ｆに信号レベル「０」の信号を出力し、Ｓ１６４にて行
なったオペレータ呼び出しを止め、Ｓ１７８で通話に移行する。そして、Ｓ１８０では、
信号線４ｃを入力し、オペレータが受話器（電話機０）をオンフックしたか否かを判断し
、電話機０をオンフックすると、Ｓ１８２に進んで、呼出信号間の電話番号を検出してい
れば、呼出信号の間の電話番号を登録回路４４に記憶し、以後、この宛先からの着信を許
可する。また、オンフックしていないと、Ｓ１７８において通話を続ける。
【００７４】
また、Ｓ１８６では、信号線４８ａに信号レベル「１」の信号を出力してＣＭＬをオンし
、Ｓ１８８では、ファクシミリ受信を行う。
【００７５】
Ｓ１９０では、信号線４８ａに信号レベル「０」の信号を出力してＣＭＬをオフし、Ｓ１
９２では、ファクシミリ受信が成功したかい否かを判断し、成功していると相手側に着信
を許可し、さらに確実に通信端末と判断できるのでＳ１９４に進み、呼出信号の間の電話
番号を検出していれば、呼出信号の間の電話番号を回路４２に登録し、以後、着信を許可
する。また、ファクシミリ受信に成功していない時には、Ｓ１９６（上記Ｓ５０）に進む
。
【００７６】
【発明の効果】
　本発明によれば、ファクシミリ通信または通話を許可しない相手先 からの着呼があ
った場合、呼出鳴動をしない静かな環境の中で、ユーザに着呼を受けていることを通知す
ることができ、発呼側に課金が発生する前に、発呼側の電話番号をチェックした上で応答
するか否かを決めることができ、

ユーザは、発呼してきた相手に応じて、呼
出鳴動により気を散らすことなく、忙しい場合には、可視的な着呼通知を見ないで応答せ
ず、またそれほど忙しくない場合は、可視的な着呼通知に応答することが可能になり、さ
らに、着呼応答前に通知される発呼側の電話番号を利用するので、呼出鳴動せずに静かな
環境下での着呼通知を行う場合での、無駄な課金発生を防止することが

【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の各実施例によるファクシミリ装置の構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の第１実施例における動作を示すフローチャートである。
【図３】上記第１実施例における動作を示すフローチャートである。
【図４】上記第１実施例における動作を示すフローチャートである。
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など

さらに、ファクシミリ通信と通話との処理を適切に行う
ことができるという効果を奏する。たとえば、

でき、ファクシミ
リ通信と通話とを自動的に切り替えるので、ユーザの負荷を低減することができるという
効果を奏する。



【図５】上記第１実施例における動作を示すフローチャートである。
【図６】本発明の第２実施例における動作を示すフローチャートである。
【図７】本発明の第３実施例における動作を示すフローチャートである。
【図８】上記第３実施例における動作を示すフローチャートである。
【図９】上記第３実施例における動作を示すフローチャートである。
【符号の説明】
０…電話機、
２…ＣＭＬリレー、
６…擬似終端回路、
８…呼出信号検出回路、
１０…電話番号検出回路、
１２…切替回路、
１４…ハイブリッド回路、
１６、２２…変調器、
１８…読取回路、
２０…符号化回路、
２４…加算回路、
２６、２８…復調器、
３０…復号化回路、
３２…記録回路、
３８…着信許可ボタン、
４２…通信端末の電話番号登録回路、
４４…通話端末の電話番号登録回路、
４６…オペレーション部、
４８…制御回路、
５０…無音検出回路、
５２…ＣＮＧ信号検出回路、
５４…Ｖ２１フラグ信号検出回路、
５６…表示回路、
５８…オペレータ呼出し回路。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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